
大野城市 コミュニティ活動応援ファンド事業

令和７年度 実施報告会報告書

日時：令和８年６月２０日（土）
１０:００～１２:００

会場：大野城市 北コミュニティセンター
多目的室

内容

１.筑紫女学園大学の学生の皆さまによる活動紹介

２.令和７年度 事業実施報告

３.発表団体によるＰＲブース・交流会

プログラム

大野城市パートナーシップ活動支援センター
（運営：ＮＰＯ法人共働のまち大野城）

時間 項目 事業名 団体名

10：00～ 開会あいさつ

10：05～ ファンド事業説明

10：15～ ゲストによる事業紹介 筑紫女学園大学

10：40～

団体による事業報告

Hugスポット
～育む場所を私たちの手で～

（一社）おおのじょう
MONO創りLab.

10：50～
子どもによる地域活動の実施・

発展を目指した事業
Onojoこどもコミュニティ

11：00～ 地域猫活動 雑餉隈町地域猫の会

11：10～
公園・遊歩道の環境整備

（草刈り）
瓦田愛郷会

11：20～ 傾聴活動
大野城傾聴ボランティア

「ダンボ」

11：35～
団体ＰＲブース

交流会
上記６団体

12：30 閉会



事業報告

申請
年度

事業名 団体名 助成額 解決したい地域課題

初年度
公園・遊歩道の環境整備

（草刈り）
瓦田愛郷会 62,000円

草木が伸び危険な公園・遊歩道の環
境保全、安全面の改善。

初年度
Hugスポット

～育む場所を私たちの手で～

（一社）
おおのじょう

MONO創りLab.
207,000円

子育て世代を含め、市外から転入さ
れた方など孤立を感じる市民が地域に
なじみ楽しく充実した時間を過ごせる
場の拡充。

２年目
子どもによる地域活動の実
施・発展を目指した事業

Onojo
こどもコミュニティ

194,000円

不足しているこどもの地域活動（生活
体験、社会体験、自然体験）への参加
の機会・場を提供し、子どもたちが主
体性を持ち、継続的に地域活動を実施
できるよう支援。

２年目 地域猫活動 雑餉隈町地域猫の会 250,000円

雑餉隈町における野良猫被害や、給
餌に関する住民同士のトラブルを無く
すため、地域猫活動や地域住民の理解
を広げるための広報誌を発行。

３年目 傾聴活動
大野城傾聴ボティア

「ダンボ」
199,000円

高齢者や子育て中の方たちの孤独・
孤立化の防止や、社会活動への参加、
サークルなどへの参加を増やす。



報告会の様子

（一社）おおのじょうMONO創りLab.

Onojoこどもコミュニティ 雑餉隈町地域猫の会 瓦田愛郷会 大野城傾聴ボランティア
「ダンボ」

【ゲスト】筑紫女学園大学の学生の皆さま

報告会の様子

堤市長 挨拶



発表団体によるＰＲブース・交流会

（一社）おおのじょうMONO創りLab.

Onojoこどもコミュニティ雑餉隈町地域猫の会

瓦田愛郷会 大野城傾聴ボランティア
「ダンボ」

筑紫女学園大学の学生の皆さま



アンケート結果

来場者：41人 アンケート回答数：31人

項目 人数 割合

コミュニティセンター館内 8 人 21.6%

コミュニティ通信 2 人 5.4%

市広報 3 人 8.1%

知人紹介 4 人 10.8%

パートナーシップ活動支援センターHP 7 人 18.9%

Instagram 0 人 0.0%

LINE 1 人 2.7%

Facebook 0 人 0.0%

※その他 10 人 27.0%

未回答（報告団体） 2 人 5.4%

１.本日の報告会について

●年代

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 未回答

１人 ４人 ３人 ３人 ７人 ５人 ６人 ２人

●報告会をどのように知りましたか？（複数回答あり）

項目 人数 割合

良かった 21 人 67.7%

やや良かった 6 人 19.4%

どちらでもない 0 人 0.0%

良くなかった 1 人 3.2%

未回答 3 人 9.7%

※その他内訳
・チラシ×３
・ボランティア団体所属×１
・活動中の仲間×１
・職員の紹介×１
・家族×１

●報告会の全体的な内容（構成・会場・アクセス・進行など）について

「報告会の全体的な内容について」に対する意見
【良かった】
・報告会だけでなく各団体とブースで交流でき、楽しみながらより理解を深めることができた。
・報告を聞き、私自身も同じ思いだなと共感できるものもあり、とても良かった。
・各団体の話の内容がわかりやすかった。/派手さはないですが、実直さが伝わってきました。
・地元以外の活動事業について学ぶことができた。子育て世帯の多い地域だからこそ、出てくる課題を地
域の人同士で変えていこうとする努力はこれからも続けてほしいと思った。この報告会をとおして、お互
いの活動支援にも繋げられる、すごく貴重な機会であると感じた。
【やや良かった】
・団体活動の使途を何にいくら使用したのか、助成金が終わった後はどのように運営したらよいのか、ど
のように助成団体が選ばれたのかも聞いてみたかった。
・各団体がいつからいつまで事業の対象なのかを教えてほしかった。



２.コミュニティ活動応援ファンド事業について

●ファンド事業について

項目 人数 割合

知っていた 23 人 74.2%

知らなかった 6 人 19.4%

未回答 2 人 6.5%

項目 人数 割合

活用（お勧め）したい 23 人 74.2%

どちらでもない 3 人 9.7%

活用（お勧め）したいと思わない 0 人 0.0%

未回答 5 人 16.1%

３.筑紫女学園大学の学生による発表について

項目 人数 割合

とても良かった 19 人 61.3%

良かった 6 人 19.4%

どちらでもない 1 人 3.2%

未回答 5 人 16.1%

●ファンド事業を活用（お勧め）したいと思いますか

「ファンド事業を活用したいと思いますか」に対する意見

【活用（お勧め）したい】
・地域に根付いた活動を支援するのは、事業団体や大野城市の行政もメリットが大きいと思う。事業を通し
て、さらに地域の活性化に繋がると思った。
・報告会の話を聞き、地域の支えになっている活動がたくさんあることを知れた。
・想いをもって活動していても、どうしてもついてくるのがお金の問題なのでとてもありがたいと思います。
・地域、社会を良くしたいという思いで、活動されている団体の大事な資金源になっていると感じました。
これからもたくさんの団体のサポートを行ってほしいと思いました。
・いろんな制約はあるが、資金面の援助はとても助かるのではないかと思います。
【どちらでもない】
・もっと多くの人たちが活用できるように周知してほしい。
・使途を広げ、使い勝手の良い制度にしてほしい。

「筑紫女学園大学の学生による発表について」に対する意見

・問題意識をもって、自分（達）のできることを積極的、主体的に進めている姿に、勇気、エネルギーをい
ただくことができた。
・若い人たちの工夫が感じられ、地域を巻き込み、一緒に活動している様子がとてもよかった。
・社会、地域で、人とのつながりが少なくなっている中、若い方々が行っている活動を知ることができて良
かった。とても良い活動をおこなっていると思った。客館跡に行ってみたいです。
・地域活性化に向けて、様々な活動をされていて、とても参考になりました。若い力で地域を引っ張って
いってください。
・若い方々が地域と関わることで、たくさんの動きが生まれるのだと思います。卒業してからも様々な場所
で活動してくれることに期待したいです。
・Ｃプロジェクトでは、珊瑚をとおして地域を守る活動をしているだけではなく、活動の中で学習にもつな
がっているんだなと自分自身も勉強になった。東峰村では活動だけではなく、活動の機会を増やして、より
良い関係づくりになるように頑張っていると知り、勉強になった。
・若い力、とても頼もしく感じた。教授も学生さんも頑張ってください。
・学生が主体となって、地域に入り込んでいることに好意を感じた。
・学生の皆さんが、生き生きとしている様子がよく分かった。



４.団体報告について

Onojoこどもコミュニティ

「団体報告について」に対する意見

・活動をとおしての繋がりが、他の地域とも繋がっていくといいなと思いました。是非、活動する場所とし
て公民館も活用していただければと思います。
・子育て世代が多いからこそ、その先に見えてきた課題に対して、どのようにプラスに繋げていくのか、す
ごく分かり易く、誰でも参加できるプロジェクトだと感じた。活動をとおして感じたこと、気づいたこと、
見えてきたことをバネとしてさらに地域と繋がることを探究していけるといいですね♪勉強になりました。
・缶バッジ作成やお茶会などのイベントをとおして、気軽に人とのつながりができるところが素敵でした。
また、子どもたちの挑戦のきっかけにもなり、子育てにつながっているところも素晴らしいと思いました。
・マルシェを通じて、間口を広く、敷居を低く繋がれるという内容が、目から鱗が落ちる感覚で素晴らしい
なと感じました。
・外からの子育て世代の流入の多い大野城にとって、とても有意義な団体だと思います。
・地域で孤立しないための交流の場をもっと増やしていってほしいとおもいます。また、参加した方の中か
ら、更なる交流の場をつくりたいという気持ちが更に湧いてくることに期待します。
・いつも楽しみにしています、これからも人と人とのつながりを生むマルシェ頑張ってください。
・大野城市に引っ越してこられた不安を抱えていらっしゃる方へ、安心やつながりを与えてあげる活動はと
ても良いと思います。
・私もマルシェやイベントを通じて活動しているため、とても共感が持てました。
・Hugスポットのような場所があることで、子育てをするときに「ありがたい」と感じた。

「団体報告について」に対する意見

・親子共々、同じ場所で交流できることに関心を持った。親は子どもの普段見ることのできない姿も見るこ
とのできる良い機会だと思います。スポーツに着目した事業は目に留まりやすいと思います。子どもが活動
できる機会を設けることで社会経験にもつながって良いと思います(^^) 
・参加できる子供たちが、さらに増えるように頑張ってください。
・キャンプなどの活動をとおして、学校以外でのコミュニティを持てるところがいいなと感じました。
・親への負担を減らし、子どもの地域活動への参加や遊びの場所を作ったりと、大変すばらしい活動だと感
じました。スクリーンの中の子どもたちの目が語りかけてくるようだった。
・子ども会が減少する中で、子ども主体の活動を見つめなおす良い機会になると感じました。地域とのつな
がりが増えていく活動はとてもいいことだと思います。
・子どものアイデアを形にする力を育んでくださることは非常に有益なことだと思います。さらにこの活動
が盛り上がることをお祈りいたします。
・子どもたちの参加につながる活動は素敵だと思いました。
・子供の居場所づくりは、地域の課題だと思っているので、素晴らしい活動だと思った。
・子どもたちが、地域で培ってきた経験は将来に向かって何らかの形で繋がっていくと思うので、良い取り
組みだと思った。

項目 人数 割合

とても感じた 18 人 58.1%

やや感じた 6 人 19.4%

どちらでもない 1 人 3.2%

未回答 6 人 19.4%

項目 人数 割合

とても感じた 15 人 48.4%

やや感じた 9 人 29.0%

どちらでもない 1 人 3.2%

未回答 6 人 19.4%

各団体の報告を聞いて「応援したい」「参加してみたい」と感じましたか？

（一社）おおのじょうMONO創りLaｂ.

【事業名】Hugスポット～育む場所を私たちの手で～

【事業名】子どもによる地域活動の実施・発展を目指した事業



「団体報告について」に対する意見

・不幸な猫がさらに減っていくといいなと感じた。
・事業をはじめたきっかけが、心の優しい方々の、日々の小さな活動から始まったとお聞きし、心が温かい
気持ちになりました。地域にお住まいの方たちの安心や安全をその地域の方々で支え合って行く活動は今後
も継続していってほしいという気持ちになりました。今後の更なるご活躍を祈念いたします。
・地域のお祭りで、寄付の場を設けていることを、とてもいいなと感じた。
・どこでも起こりうる猫のトラブルや給仕に365日、常に活動され、とても大変な活動だと思いました。
・昔から猫は害虫、害獣の天敵として神様になっているくらい人にとって重要な役割を果たしてくれていま
す。これからも猫を大切にしてあげてほしいと思います。
・皆様のおかげで、不幸な猫が減ってます。ありがとうございます。
・地域の環境や動物の保護につながる大切な取り組みだと思いました。
・これからも、猫ちゃんたちのために頑張って！
・交通事故に遭う猫が今年はすでに3匹もいるということに驚きました。地域猫活動がさらに広がって、1匹
でも多くの猫が救われてほしいと思いました。
・永年活動することで、地域住民の理解が増えていっているようで良かったです。活動は地道に続けていか
れることを希望します。
・私も実家で保護猫を飼っているためとても共感しました。
・野良猫から地域猫として愛される猫になって、いい活動だなと思った。4コマ漫画を自分のアイデアで描
いていてすごいと思った。

「団体報告について」に対する意見

・プレゼンがすごく上手で、お話に引き込まれました。小さな公園は区が管理していると思いますが、自主
的に生活環境を良くしたいという思いで活動されていらっしゃることに感銘を受けました。
・子供に対しての活動だけにフォーカスするのではなく、高齢者の方々とも交流できる機会を設けているこ
とに感銘を受けました。ただ交流するのではなく、地域外の事業活動の見学、講座の開催など、綿密に企画
することで、事業の継続に結びつくことを学ぶことができました。
・子どもたちの安全のために草刈りや整備をしてくださる方々が居ることを知り、大変勉強になりました。
話の伝え方や準備されていたスクリーンの資料がとても面白く、楽しく聞くことができました。
・私たちが住んでいる地域の環境保全を、当たり前のように自ら行う行動はなかなかできることではないと
思います。メンバーの方々に、せめてお弁当や水分だけでも配布したいと思うことは当然だと思いました。
・町の中の小さな整備活動ですが、住み易さと安全に直結する大変な活動だと思います。明るく、楽しく、
務める努力に感服いたしました。
・健康に気を付けて続けられてください。熱中症に気を付けてください。
・私にも小学生の娘がおり、近所の公園に行った際草だらけで遊べず、それからその公園を「草ボーボー公
園」と呼んでるのでとても大切な活動だと思いました。
・ある人の小さな行動に気付き、共感して同じ行動をしたいという思いから、少しづつ人と繋がり、地域貢
献されていて素敵だなと思った。さらに、子どもたち（小、中、高）が活動地域で皆さんと一緒に作った食
事を食べながら交流することができたら、もっと素敵だろうなと思う。

項目 人数 割合

とても感じた 17 人 54.8%

やや感じた 7 人 22.6%

どちらでもない 1 人 3.2%

未回答 6 人 19.4%

項目 人数 割合

とても感じた 19 人 61.3%

やや感じた 5 人 16.1%

どちらでもない 1 人 3.2%

未回答 6 人 19.4%
瓦田愛郷会

雑餉隈町地域猫の会

【事業名】地域猫活動

【事業名】公園・遊歩道の環境整備（草刈り）



「団体報告について」に対する意見

・活動に力を入れて頑張っていることが伝わりました。更なる活躍をお祈りいたします。
・高齢化が進む社会の中で、ますます必要になってくることを感じました。
・なかなか話を聞いてもらう機会が少ない高齢者が多いと思うので、相手の気持ちに寄り添って話を聞いて
もらえるところがとてもいいなと思いました。また、以前と比べ、活動人数が2倍に増え、13年間続いてい
ると知り、社会にこのような団体が求められていいるということを勉強することができました。
・地域で孤立してしまったり、話す機会がない、コミュニケーションをとりたいなどの方にとって、とても
素晴らしい活動だと思います。これからも、末永く続いていってほしいと思います。
・メンバーの募集なども精力的におこなっておられ、力強さを感じ取ることができました。傾聴はとても技
術が必要なことだと思います。これからも頑張ってください。
・ひとりひとりの話したいことがそれぞれ違った内容で、聴く側も大変だと思います。高齢化で孤立する方
が増えていく中で、大切なお仕事だど思いますので、引き続き頑張ってほしいと思います。
・団体発表がわかりやすくて良かった。今後も継続して頑張ってください。
・3年間、お疲れ様でした。今後も高齢者の癒しになる活動を頑張ってください。
・とても有意義な活動だと感じた。/話を聞いてあげるのは、とても必要だと思いました。
・アットホームな雰囲気がいいなと思った。

項目 人数 割合

とても感じた 18 人 58.1%

やや感じた 4 人 12.9%

どちらでもない 2 人 6.5%

未回答 7 人 22.6%

総評

今回の報告会では事業報告に加え、報告団体と交流できる“団体PRブース”の設置と、地域活動
に取り組む若い世代のゲストによる事業紹介を実施した。

事業報告では、各団体が地域課題の解決や地域活性化に向けた取組みと成果を発表した。アン
ケートでは、来場者から多くの応援メッセージが寄せられ、7割以上が「応援したい」と回答した。
また、助成金の使途やファンド卒業後の展望についてより詳しく聞いてみたいという意見もあり、
次回以降の改善に努めたい。

団体PRブースでは、各団体が様々なアイデアを凝らし、活動写真の展示や物品販売、ワーク
ショップなどを通じ、来場者へ活動のPRを行った。来場者は事業報告後に各ブースに足を運ぶこ
とで、感想を直接伝えたり、活動について気になったことを質問するなど、団体と直接交流する
機会の創出につながった。初めての試みであったが、各ブースの和気あいあいとした様子からも
大変好評であったことが窺える。

また幅広い世代へ地域活動に関心を持ってもらうことを目的に、筑紫女学園大学“だざいふ物語
り実行委員会”の皆さんをゲストに迎え、実際に取り組んでいる地域活動について話を伺った。学
生ならではの視点や地域活動への思いは、来場者にとって新鮮で印象深い内容になり、若い世代
の活動を知る貴重な機会となった。

アンケートでは報告会全体について、８割以上が「良かった」と回答し、満足度の高い報告会
となった。今後もより幅広い層へ事業の周知を行えるよう、様々な角度からアイデアを練り、助
成団体や地域のニーズを踏まえた事業内容となるよう取り組み、来年度はさらに良い事業へとブ
ラッシュアップしていきたい。

大野城傾聴ボランティア「ダンボ」

【事業名】傾聴活動


